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班員 龍谷直人 菊地暁 高木博志 山室信一
(以上所内) 伊藤之雄 (法学研究科) 駒込武 (教
育学研究科) 永井和 (文学研究科) 堀和生 (経済
学研究科) 青野正明 (聖和大) 浅井良純 (天理大
非常助) 桂川光正 (大阪産業大) 河合和男 (奈良
産業大) 河原林直人 (大阪市立大 ･院) 北波道子
(関西大 ･院) 呉宏明 (京都精華大) 近藤正己
(近畿大) 杉原達 (大阪大) 鄭根埴 (全南大) 冒
山一郎 (大阪大) 土井浩嗣 (神戸大 ･院) 藤永壮
(大阪産業大) 朴- (大阪市立大) 朴宣美 (戻
大･院) 本間千景 (仏教大 ･院) 松田利彦 (日文
研) 松田吾郎 (兵庫教育大) 山田敦 (学術振興会
特別研究員) イ･ジョンミン (学術振興会外国人



































班員 北垣徹 金文京 田中雅一 東郷俊宏 (以
上所内) 小野原教子 (神戸商大) 川村清志 (人文
研研修員) 北原恵 (甲南大) 小西嘉幸 (大阪市
大) 小山俊輔 (奈良女子大) 関谷一彦 (関西学院
大) 棚橋訓 (都立大) 早川聞多 (日文研) 古川
読 (関西大) 山路龍夫 (同志社大) 山本和明 (相
愛女子短大) 河田学 山口威 (以上京大人環 ･院)
片平幸 渡辺綾香 (以上総研大 ･院) 下野理恵




















班員 加藤和人 小林博行 竹沢泰子 武田時呂
田中雅一 富永茂樹 山室信一 (以上所内) 小山
管 (文学研究科) 大滞真幸 (人間･環境学研究科)
大東祥孝 (留学生センター) 八木紀一郎 (経済学
研究科) 上野成利 (神戸大) 芋城輝人 (福井県立
大) 小川虞里子 (三重大) 川越修 (同志社大)
北垣徹 (西南学院大) 小林清一 (滋賀県立大) 斎
藤光 (京都精華大) 佐倉統 (東戻大) 白鳥義彦
(神戸大) 瀧井一博 (神戸商科大) 姫野順一 (良
学 報






































班員 落合弘樹 菊地 暁 小林博行 小牧幸代
坂本優一郎 (以上所内) 岡真理 (総合人間学部)
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棄田辺明生 (アジア ･アフリカ地域研究科) 飯田祐
千 (神戸女学院大) 上野成利 芋野田尚哉 (以上,
神戸大) 崎山政毅 田崎英明 (以上,立命館大)
辰巳伸知 (仏教大) 長原豊 (法政大) 細見和之
(大阪府立大) 水嶋一意 盛田良治 (以上,大阪庭




2月16日 日本語で科学を書 く- 1930年代 『科
学』術語検討欄の検討 小林




























班員 宇佐美酉 加藤和人 金文京 小林博行
報
武田時昌 東郷俊宏 森本淳生 Ⅰ.∫.McMulen
ThomasHarperGayeRowley(以上所内) 山極
嘉一 (理学研究科) 遊磨正秀 (生態学研究セ ン
ター) (以上学内) W.∫.Boot(文学研究科) 荒
牧典俊 (大谷大学) 遠藤彰 (立命館大学) 岡田暁
坐 (神戸大学) 後藤静夫 (国立文楽劇場) 鹿瀬千










3月 2日 人と生命のとらえ方を考える 加藤
ヴァレリー における ｢反復｣の問題
森本














班員 落合弘樹 高木博志 高階絵里加 (以上所
内) 永井和 (文学研究科) 青山忠正 (併教大)
奥村弘 (神戸大) 長志珠絵 (神戸市外大) 小股憲
明 (大阪女子大) 勝部真人 (広島大) 岸本覚 (局
取大) 小林丈広 (京都市歴史資料館) 斎藤祐司
(彦根城博物館) 鈴木栄樹 (京都薬大) 鈴木祥二
(名古屋大) 谷山正道 (天理大) 塚本明 (三重大)
1 121-
人 文
原田敬一 (併教大) 福井純子 (立命館大) 三洋純
(熊本大) 母利美和 (彦根城博物館) 薮田貫 (関
西大) 山崎有恒 (立命館大) 笹部員利 (悌教大 ･
非) 黒田信二 (広島大 ･院) 谷川穣 (京都大 ･































班員 大浦康介 菊地暁 小牧幸代 阪上孝 高
木博志 竹沢泰子 田中祐理子 (以上所内) 中谷
文美 (人文研客員助教授 ･岡山大学) 足立明 田
辺明生 (以上AA地域研) 速水洋子 (東南アジア
研) 松田素二 (文学研) 荻野美穂 川村邦光 春
学 報
日直樹 (以上大阪大学) 岡田浩樹 細谷広美 (以
上神戸大学) 窪田幸子 (広島大学) 斎藤光 (京都
精華大学) 佐伯順子 (同志社大学) 崎山政毅 (立
命館大学) 箭内匡 (天理大学) 芋城輝人 (福井県
立大学) 田村公江 (龍谷大学) 池亀彩 石井美保
金谷美和 園田浩二 (以上学振特別研究員) 岩谷
彩子 川村清志 中谷純江 (以上人文研研修員)
後藤正憲 (大阪大学大学院人間科学研究科) 藤本
純子 (大阪大学大学院文学研究科) 小池郁子 佐













4月15日 これまでの総括 田中雅一 ･箭内匡









































班員 落合弘樹 龍谷直人 菊地暁 坂本優一郎
高木博志 高階絵里加 竹沢泰子 張期 藤原辰史
山本有造 B･M ･Tankha(以上所内) 蘭信三
(留学生センター) 早瀬晋三 (大阪市立大) 加藤
雄三 (総合地球環境学研究所) 河原林直人 (龍谷
大) 小林啓治 (京都府立大) 田中隆一 (日本学術
振興会特別研究員) 鶴見太郎 (京都橘女子大)
MichaelJaments (立命館大) モール･亀谷百合
佳 (同志社大) 森田良治 (大阪産業大) 大坪加代
(大阪市立大文 ･院) 酒井-臣 (阪大文 ･院) 坂
部晶子 承志 (以上京大文 ･院) 本間千景 (仏大
文 ･院) 溝口歩 (神戸大総合科学 ･院)








成史について 金丸 裕一 (ゲスト)
コメント 吉久 明宏 (ゲスト)
4月22日 書評 :山室信一 『思想課題としてのア
ジア』 山本 ･蘭 ･酒井
5月13日 ｢満洲国民｣ の創出と ｢在満朝鮮人問
題｣ 田中
5月27日 インドの日本学 Tankha
6月24日 京大文学部所蔵 『民研本』の由来一 戦
時中の民族政策と戦後のGHQ文書一
中生 勝美 (ゲスト)




















書評 :川崎賢子 ･原田健一著 『岡田桑
三 映像の世紀 グラフイズム･プロ
パガンダ･科学映画』 菊地


























班員 藤井正人 船山 徹 堂山英次郎 (以上所
内) 徳永宗雄 赤松明彦 ウェルナー･クノーブ
ル (以上文学研究科) 榎本文雄 天野恭子 (以上
大阪大) 梶原三恵子 (京都大 ･非常勤) 桂紹隆
(広島大) 後藤敏文 (東北大) 杉田瑞枝 (京都
大 ･非常勤) 手嶋英貴 (京都精華大)野田智子
(日本学術振興会) 林隆夫 (同志社大)増田良介
(大阪外大 ･非常勤) 村上呂孝 (大谷大 ･非常勤)
八木徹 (大阪学院大)山下勤 (京都学院大) 渡瀬
























班員 龍谷直人 加藤和人 佐々木克 田中祐理
子 藤原辰史 山室信一 (以上所内) 伊従勉 大
津真幸 葛山泰央 (以上人間 ･環境学研究科) 加
藤幹郎 大黒弘慈 (以上総合人間学部) 宇城輝人
(福井県立大) 遠藤徹 (同志社大) 川崎博史 (ホ
ロニック) 北垣徹 (西南学院大) 斎藤光 (京都精
華大) 白鳥義彦 (神戸大) 鳴海邦碩 (大阪大)
成実弘至 (京都造形芸術大) 半田章二 疋田正博
(以上シィ一･ディー･アイ) 前川真行 (大阪女子








5月17日 同時代の雑談 加藤 秀俊 (ゲスト)























鳴海 2月12日 国家形成期の濃尾平野 中谷
川崎 2月12日 メソポタミアの都市化
白鳥 小泉龍人 (早稲田大)


















班員 井狩弥介 小南一郎 岡村秀典 堂山英次
郎 藤井正人 藤井律之 (以上所内) 伊藤惇史
書井秀夫 (以上文学研究科) 田辺明生 (AA研究
料) 石村智 下垣仁志 橋本英将 (以上京都大 ･
文 ･DC) 宇野隆夫 (国際日文研) 角谷英則 (津
山工繊) 河野-隆 (国立九州博物館設立準備室)
桑原久男 (天理大 ･文) 佐藤吉文 (総合研究大学
院大 ･文化科学 DC,民博) 関雄二 (民博) 寺前
直人 (学術振興会特別研究員) 中谷正和 (総合研
究大学院大 ･文化科学 DC,日文研) 西江清高
(南山大 ･人文) 菱田哲郎 (京都府大 ･文) 深沢
芳樹 (奈良文化財研究所) 福永伸哉 (大阪大 ･文)
松木武彦 (岡山大 ･文) 森下章司 (大手前大 ･文)
渡辺信一郎 (京都府大 ･文)















































班員 大浦康介 阪上孝 佐々木克 高木博志
高階絵里加 森本淳生 横山俊夫 (以上所内) 吉
田城 (文学研究科) 松島征 (総合人間学部) 相木
隆雄 北村卓 内藤高 (以上大阪大) 小山俊輔
三野博司 (以上奈良女大) ロベール･デュケンヌ
フランソワ･ラショウ (以上フランス国立極東学
院) 鵜飼敦子 (人間 ･環境学研究科博士後期課程)
相木加代子 (京都市芸大) 小西嘉幸 (大阪市大)
近藤秀樹 (大阪教育大 ･非常勤講師) アンヌ･ゴ
ノン (同志社大) 阪村圭英子 (大阪大 ･文学研究
科 ･PD) 島本院 (京都精華大) ジャック･ジョ













































班員 高木博志 石川禎浩 村上衛 (以上所内)
永井和 (文学研究科) ェリック･エッセルストロ
ム (カリフォルニア大学サンタ･バーバラ校博士候
捕) 梶居佳弘 (立命館大 ･非) 桂川光正 (大阪庭
業大) 近藤正己 (近畿大) 副島昭一 (和歌山大)
宗田昌人 (文学研究科 ･院) 田中隆一 (学術振興
会特別研究員) 鄭根埴 (全南大) 贋岡浄進 (大阪








































班員 藤原辰史 山室信一 (以上所内) 蘭信三
(留学生センター) 西村成雄 (大阪外大) 松本俊





















10月11日 書評 :樫井 厚 『インタビューの社会


























班員 宇佐美暫 加藤和人 金文京 古勝隆一
小林博行 武田時呂 田中柘理子 森本淳生 (以上
所内) 山極喜一 (理学研究科) 遊磨正秀 (生態学
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人 文
研究センター) (以上学内) 荒牧典俊 (大谷大学)
遠藤彰 (立命館大学) 岡田暁生 (神戸大学) 後藤
























































































ニラの ドミニコ会が 1593年にチリ行 したタガログ語
版 ドチリナの会読を行ってきた｡班員の専門分野で







































































































































































水野 直樹 イスラーム東漸史の研究 稲葉 穣
在日米軍を中心とする軍事共同体の人類学的研究 仏教研究知識ベースー 禅仏教を例として
田中 雅一 ウィッテルン,クリスティアン
文学理論の研究 大浦 康介 中国共産党史の研究 石川 禎浩
ヴェーダ文献の生成 と伝承の研究 藤井 正人 秦漢時代の制度史 宮宅 潔
戦前期日本の工業化 と華僑ネットワーク龍谷 直人 ムガル朝時代の歴史叙述の研究 真下 裕之
近代天皇制の文化史的研究 高木 博志 中国隔唐期における疾病認識 - 『諸病源候論』を
人種 ･エスニシティ論 竹沢 泰子 軸に一 東郷 俊宏
近代日本の芸術と西洋 高階絵里加 魂普南北朝時代の注釈学 古勝 隆一
現代社会における生物学 ･生命科学 加藤 和人 中国近世の国家支配の研究 古松 崇志
士族の研究 落合 弘樹 文字定義情報に基づく文書表現系に関する研究
ポール ･ヴァレリーと20世紀の思想 森本 淳生 守岡 知彦
江戸時代天文暦学の文化史的研究 小林 博行 客家語およびその周辺言語の記述研究 中西 裕樹
南アジア･ムスリム社会の社会構造 小牧 幸代 中国仏教絵画の研究 大原 嘉豊
近代日本民俗誌システムの研究 菊地 暁 中国古代中世の官制史 藤井 律之
近世ヨーロッパの国際金融研究 坂本優一郎 モンゴル時代の文化政策と出版活動 宮 紀子
古インド･イラン語の研究 堂山英次郎 近代華南沿海地域の社会経済変動についての研究
近代西洋医学発展史研究および身体論 田中祐理子 村上 衛

















事 業 概 況
夏期公開講座
(生活の中の植民地主義)




韓国 ･全南大学 鄭 根埴
酒代の文化と社会 井波 陵- 6日 植民地における神社参拝





























































































































































































































































･小南一郎教授 (東方学研究部) は, 5月27日大
阪発,香港浸会大学に於いて,｢唐代文学と宗教｣
シンポジウムに出席し,5月31日帰国｡





















































































































































































































































































情報研究センター) は, 12月8日大阪発, チュ
ラコン大学 (タイ)に於いて国際仏教学学会総会
に出席し,12月14日帰国｡










































































期間 5月7日～ 2003年 4月6日
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